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財務に関する分析

現状及び課題まとめ（第１回審議会資料より）

【収益性】

 給水収益にて給水に係る費用を賄えていない。

 給水原価が他団体に比して高い。

【資金の状況】

 短期的な支払能力に問題はない。

 ただし、企業債償還のための資金残高を一時的
に多く保有しているため、資金的な余力がある状
況とは言えない。

 今後、必要な更新投資を行った上で、一定の確
保すべき資金残高水準の検討が必要。

【債務の状況】

 企業債残高が比較的多額となっているため、将
来世代への負担が大きく、企業債残高比率の改
善が必要。

府下平均

H29年度 偏差値 H29年度

① 経常収支比率 ％ ↑ 99.5% 33.2 113.9%

② 料金回収率 ％ ↑ 91.0% 32.9 106.8%

③ 給水原価 円／㎥ ↓ 173.0 40.3 154.6

④ 事業収益対資金残高比率 ％ ↑ 247.6% 73.2 114.7%

⑤ 企業債残高対給水収益比率 ％ ↓ 758.0% 13.1 212.1%

経営指標 単位
指標の
見方

交野市



5

施設に関する分析

現状及び課題まとめ（第１回審議会資料より）

【施設利用の効率性】

 施設利用率は、他団体と比較して同程度の水
準。

 有収率は高い水準となっており、施設の稼働が
収益につながっている状況。

【老朽化の状況】

 他団体と比較すると、償却資産全体の有形固定
資産減価償却率は低い水準であるものの、老朽
化が進んだ設備等も多く、今後修繕や更新投資
の必要性が見込まれる。

 また、管路の老朽化も比較的進行しており、今後
管路の更新投資の負担が多くなることが見込ま
れる。

府下平均

H29年度 偏差値 H29年度

① 施設利用率 ％ ↑ 65.3% 53.9 61.0%

② 有収率 ％ ↑ 98.0% 64.7 94.4%

③ 有形固定資産減価償却率 ％ ↓ 37.3% 71.8 49.6%

④ 管路経年化率 ％ ↓ 35.1% 43.6 28.9%

⑤ 管路更新率 ％ ↑ 0.0% 29.3 1.0%

経営指標 単位
指標の
見方

交野市
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職員の状況

職員数推移・職員年齢構成表（第１回審議会資料より）

 職員数については減少傾向となっています。

 また、職員年齢構成は、H30年度末時点において、50~60代職員の比率が42.9%と職員の高年齢化が
進んでおり、技術やノウハウの継承が課題となっています。
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職員年齢構成（H31.3.31時点）
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単位:歳

項目 交野市 全国平均 給水人口 水源区分 水量密度 大阪府下 北河内

平均年齢 48.0 44.2 44.5 43.9 44.2 46.5 46.8
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 基本料金収入に係る給水件数は増加傾向にあるものの、平成25年度以降の大口利用者の撤退により、
過去6年間で13%の大幅減となり、現在も従量料金収入に係る給水水量が若干の減少傾向にあるため、
従量料金収入の比重が高い本市においては全体の料金収入が若干の減少傾向にあります。

 なお、給水人口が減少している中で今後も給水件数の増加を見込むことは容易ではなく、水需要も給水
人口の減少と共に減少することが考えられます。

 料金回収率や企業債残高比率が比較的悪化しているなか、管路の老朽化等による必要な更新投資需要
も迫ってきており、経営健全化に向けた取り組みの検討が必要と考えます。

7

水道料金収入の現状

料金収入の推移分析（第１回審議会資料より）
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 将来の水需要予測や施設更新需要予測に基づき、現状の料金体系における今後40年間の財政収支
シミュレーションを実施しました。

 給水人口の減少、節水機器の普及等により、水需要減少に伴う料金収入は減少、施設更新投資に伴う
減価償却費負担の増加によって、損益は継続してマイナスとなる見込みです。

 また、企業債償還金の負担増及び料金収入の減少等により、令和９（2027）年度には資金残高がマイ
ナスに転じ、今後、資金が枯渇することが想定されます。
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収益的収支及び資本的収支、資金の状況

将来の財政シミュレーション（成行）

百万円（損益）百万円（収支） 百万円（資金残高）百万円（収支）

※「収益的収支」及び「資本的収支」、「資金残高」は、５年ごとの平均を示しています。

将来予測 将来予測



 R1年度末時点で、本市の資金残高は27.4億円あります。

 第6次拡張工事における、星の里浄水場の新設（事業費：約47.9億円、H24年度完成）、私市ポンプ場
築造工事（事業費：約32億円、R2年度完了予定）により、ほとんどの財源を企業債で賄ったことにより、
H24年度から企業債残高が急激に増加し、資金残高もピーク（33.5億円）に達しました。

 R２年度以降も、施設の更新需要・耐震化工事に伴う投資の財源の多くに企業債を充てるため、企業債

残高はますます増加する見込みです。一方で資金残高は、企業債償還金の負担増及び料金収入の減
少等により、令和9（2027）年度には資金残高がマイナスに転じ、資金が枯渇することが想定されます。
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企業債残高の推移

将来の財政シミュレーション（成行）
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企業債残高と資金残高の推移

新規発行分 既存発行分 資金残高

百万円（企業債） 百万円（資金）

資金残高0



単位：千円

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

（実績） （実績） （実績） （実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

1,230,923 1,246,512 1,232,622 1,229,946 1,222,641 1,122,554 1,116,242 1,110,103 1,106,997 1,098,168 1,092,316 1,085,774 1,082,027 1,072,864 1,066,495

1,176,111 1,172,409 1,176,965 1,166,520 1,160,820 1,062,927 1,056,616 1,050,476 1,047,371 1,038,542 1,032,689 1,026,148 1,022,401 1,013,238 1,006,869

3,611 8,078 － － － － － － － － － － － － －

51,201 66,025 55,657 63,427 61,822 59,626 59,626 59,626 59,626 59,626 59,626 59,626 59,626 59,626 59,626

108,413 124,248 115,761 115,400 129,040 125,137 124,782 124,642 123,645 123,338 122,776 122,137 121,585 120,829 119,841

47,920 56,186 62,441 62,106 63,344 64,964 64,609 64,469 63,472 63,165 62,603 61,964 61,412 60,656 59,668

60,493 68,063 53,320 53,294 65,696 60,173 60,173 60,173 60,173 60,173 60,173 60,173 60,173 60,173 60,173

(A) 1,339,337 1,370,761 1,348,383 1,345,346 1,351,681 1,247,691 1,241,025 1,234,745 1,230,642 1,221,506 1,215,091 1,207,912 1,203,612 1,193,693 1,186,337

1,126,856 1,208,386 1,207,278 1,181,916 1,170,607 1,204,365 1,244,806 1,252,529 1,235,720 1,243,546 1,253,429 1,270,119 1,287,348 1,302,544 1,277,757

210,768 230,147 231,000 207,386 216,483 205,722 205,722 205,722 205,722 205,722 205,722 205,722 205,722 205,722 205,722

555,739 611,243 600,832 579,550 556,538 588,939 537,889 536,671 536,055 534,304 533,143 531,846 531,103 529,286 489,323

169,880 169,497 169,573 162,085 160,720 147,166 96,789 96,227 95,942 95,134 94,597 93,998 93,655 92,816 92,232

360,349 366,996 375,446 394,980 397,586 409,703 501,196 510,136 493,943 503,520 514,563 532,550 550,522 567,536 582,712

156,834 152,679 147,900 143,258 138,161 139,497 145,120 144,271 142,017 140,261 138,988 137,965 136,779 135,307 133,524

155,836 151,793 146,783 142,271 136,587 138,385 144,007 143,159 140,904 139,148 137,876 136,853 135,666 134,194 132,411

997 887 1,118 988 1,574 1,113 1,113 1,113 1,113 1,113 1,113 1,113 1,113 1,113 1,113

1,283,689 1,361,065 1,355,178 1,325,174 1,308,768 1,343,862 1,389,926 1,396,800 1,377,737 1,383,806 1,392,417 1,408,084 1,424,126 1,437,851 1,411,281

55,648 9,696 -6,795 20,172 42,913 -96,171 -148,901 -162,056 -147,095 -162,300 -177,326 -200,172 -220,515 -244,157 -224,944

-552 309,354 -1,391 -1,100 62 － － － － － － － － － －

55,095 319,050 -8,185 19,072 42,975 -96,171 -148,901 -162,056 -147,095 -162,300 -177,326 -200,172 -220,515 -244,157 -224,944

7,455 7,461 7,471 7,415 7,392 6,762 6,721 6,682 6,663 6,607 6,569 6,528 6,504 6,446 6,405

157.8 157.1 157.5 157.3 157.0 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2

165.3 173.9 173.0 170.3 168.5 189.1 197.2 199.4 197.3 199.9 202.4 206.2 209.5 213.7 211.0

有 収 水 量 （ 千 ㎥ ）

供 給 単 価 （ 円 / ㎥ ）

給 水 原 価 （ 円 / ㎥ ）

そ の 他

特 別 損 益

経 費

経 常 損 益

収益的収支

受 託 工 事 収 益

営 業 外 収 益

営 業 収 益

支 出 計

う ち 受 水 費

収

益

的

収

入

料 金 収 入

そ の 他

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

当年度純利益（又は純損失）

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

支 払 利 息
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収益的収支の状況

将来の財政シミュレーション（成行）

※注１：令和2 （2020）年度以降の「料金収入」は、「交野市人口ビジョン(平成28年1月)」の人口推計に基づいて算定した有収水量(㎥)に、直近の給水単価(円/㎥)を乗じて算定しております。

水需要の減少に伴い、料金収入が減少す
ることが予測されます。（注１）

最終的な損益は、継続してマイナスになる見込です。

将来予測



単位：千円

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

（実績） （実績） （実績） （実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

361,100 113,500 358,500 375,700 739,700 1,344,169 473,091 484,683 529,880 584,926 637,362 663,262 625,818 589,641 579,600

－ 1,226 493 － 1,119 － － － － － － － － － －

113,477 221,312 2,211 17,731 105,802 － － － － － － － － － －

27,400 43,902 32,724 42,066 45,320 38,282 38,282 38,282 38,282 38,282 38,282 38,282 38,282 38,282 38,282

（A） 501,977 379,940 393,928 435,497 891,941 1,382,451 511,373 522,965 568,163 623,209 675,644 701,544 664,101 627,923 617,882

666,400 560,927 706,258 548,752 1,025,183 1,544,732 675,844 688,118 752,686 835,609 886,088 947,517 894,026 830,344 828,000

222,153 251,745 289,509 376,031 385,428 396,425 414,038 403,099 417,156 433,447 488,013 539,471 545,567 558,118 548,573

（B） 888,553 812,672 995,767 924,783 1,410,611 1,941,157 1,089,882 1,091,217 1,169,842 1,269,056 1,374,101 1,486,988 1,439,593 1,388,462 1,376,573

（B-A） 386,576 432,732 601,839 489,286 518,670 558,706 578,508 568,252 601,679 645,848 698,457 785,444 775,492 760,539 758,691

3,208,619 3,128,840 3,051,998 2,885,615 2,743,987 2,433,849 2,143,026 1,858,385 1,540,082 1,172,289 748,467 233,436 -273,460 -771,276 -1,231,867

8,990,464 8,852,219 8,921,211 8,920,880 9,275,152 10,222,896 10,281,949 10,363,533 10,476,257 10,627,736 10,777,085 10,900,875 10,981,127 11,012,650 11,043,677

資 金 残 高

企 業 債 残 高

資

本

的

収

入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

資本的収支

工 事 負 担 金

そ の 他

計

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

補 塡 財 源 不 足 額
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資本的収支及び資金残高、企業債残高の状況

将来の財政シミュレーション（成行）

将来予測

資金残高は、企業債償還金の負担増及び料金収入の減少等により、令和9（2027）年度には資金残高
がマイナスに転じ、今後も、資金が枯渇していくことが想定されます。

また、企業債残高は、施設の更新・耐震化による投資（建設改良費）に伴う企業債発行により、年々企
業債残高が増加します（※R2の起債率は、第６次拡張工事費の90％、その他建設改良費の80％。R3

以降は、建設改良費に対して、起債率70％で算定）。



「交野市水道施設整備計画（平成31年3月）」の
投資試算の概要
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配水施設（管路施設）の整備計画について

投資試算の概要

投資の
目的

配水施設の老朽化解消、耐震化推進に伴う、更新投資
鉛製給水管の解消に伴う、取替投資

現状

課題

• 配水施設(管路施設)の多くは、昭和40～50年代に整備
• そのため、法定耐用年数を経過した管路は他水道事業体
に比べて多く、管路老朽化の進行度合は早いと想定

• 管路更新率も低水準を推移（平成30年度：0.09％）
• 施設の総延長307kmに対し、66%はダクタイル鋳鉄管

(DIP)、20%は普通・高級鋳鉄管(CIP)、10%は硬質塩化ビ
ニール管(HIVP)、その他は4%となっている

• 国は、鉛製給水管をできるだけ早期にゼロにするという目
標を掲げている。

• 管路被害率（地震動による被害）がダクタイル鋳鉄管
（DIP）に比べて2.5 倍以上と高い普通・高級鋳鉄管
（CIP）は漏水発生率も高く、取替更新の必要性が高い

• 本市の鉛製給水管の残存率は約10．3％となっており、
鉛製給水管の取替の推進が必要である

• まとまった更新投資の実施は財政状況を厳しくするた
め、重要度や優先度を踏まえた更新投資が必須となる

• 更新投資費用の平準化や施設の延命化を実施する必
要がある

方針① 基幹管路改良

• 老朽化に伴う漏水事故の影響が大きいと想定される基
幹管路（導水管、送水管、配水池から第一分岐バルブ
までの配水管）のうち、漏水発生確率が高い普通・高級
鋳鉄管（CIP）を対象に、GX 形ダクタイル鋳鉄管（DIP）
への布設替を行い、管路耐震化を推進します。

• また、管路評価の低い管路についてもGX 形ダクタイル
鋳鉄管（DIP）への布設替を行い、老朽化の解消を推進
します。

方針② 面的老朽管整備

• 老朽化した配水管を耐震管に布設替する際に鉛製給水
管の取替を行い、鉛製給水管の解消を推進します。

方針③ 鉄道軌道下整備

• 漏水事故が発生した際に、列車の停止や遅延など甚大
な影響が懸念される鉄道軌道下の整備を行います。



単位：千円

項目 R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) 合計

1.基幹管路改良 268,136 375,000 375,000 187,124 187,124 187,124 187,124 110,978 55,490 1,933,101

2.面的老朽管整備 113,144 185,521 176,202 302,946 329,459 422,498 296,244 263,305 402,742 2,492,061

3.鉄道軌道下整備 144,545 144,545 144,545 333,818 397,430 258,251 1,423,133

4.保存工事 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 270,000

5.設計・工事監督補助 115,323 132,266 113,421 148,631 106,071 130,331 109,713 101,261 957,016

合計 411,280 705,844 713,468 778,036 839,759 890,238 977,517 911,426 847,744 7,075,311

14

配水施設（管路施設）の整備計画について －投資概要－

投資試算の概要

管路整備計画

（参考）近隣自治体との比較

※出典：交野市水道ビジョン（H31年3月）より

老朽化した管路の更新、耐震化の推進を実施すべく、今後9年間で約70億円の投資を計画しています。
毎期約7～9億円の投資を計画しており、財源の確保が重要となります。
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浄水施設（深井戸、浄水場、配水池等）の整備計画について

投資試算の概要

投資の
目的

浄水施設の老朽化解消、耐震化推進に伴う、更新投資
自己水による給水の継続、良質な水質の維持に伴う、取水井の新設及び改修

方針① 配水池接続管耐震化

• 配水池付帯設備の躯体接続部の配水管については、耐
震診断調査の結果、地震時の不同沈下による管路継手部
分の抜け出しの可能性が指摘されていることから、必要箇
所に対して耐震化についての調査検討を行い、工事実施
可能な箇所から耐震化工事を実施する方針とします。

方針② 取水・浄水・配水設備更新

• 取水・浄水・配水設備の機械、電気、計装設備について
は、設備の故障等によって取水・浄水・配水機能に影響を
与えることが懸念されます。そのため、厚生労働省の基準
に達した機械、電気、計装設備について、取替等により更
新を行う方針とします。

方針③ 取水井新設及び改修

• 自己水による給水を継続し、良質な水質を維持してくため
に取水井設備を維持管理していくことは非常に重要です。
そのため取水井の新設及び経年化した取水井の浚渫・堀
替等を行っていく方針とします。

現状

課題

• 浄水施設は「水道施設更新指針」（平成17年日本水
道協会）による評価で、全施設「健全」評価結果だった

• 主な浄水施設の多くが第6次拡張計画に伴って建設さ
れた比較的新しい構造物（星の里浄水場、私市ポンプ
場等）であり、平成31年（2019年）～令和10年（2028）
の10ヵ年の整備計画においては、緊急時の補修整備
以外は特に整備を行う必要がない

• ただし、付帯設備については、耐震化の観点から対策
工が必要と診断（平成17（2005年）の耐震調査）

• また、機械、電気、計装設備の一部は、「一応許容で
きるが弱点を改良、強化する必要がある」、「良い状態
ではなく、計画的更新を要する」と評価されている。

• 付帯設備のうち、配水池及びポンプ場と配水管の接
続部分について、伸縮継手管の設置は必要である

• 「一応許容できるが弱点を改良、強化する必要があ
る」、「良い状態ではなく、計画的更新を要する」と評価
された一部の機械、電気、計装設備については、優先
度・重要度を踏まえて更新する必要がある
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投資試算の概要

浄水施設（深井戸、浄水場、配水池等）の整備計画について －投資概要－

浄水施設整備計画

今後9年間で約12.7億円の投資を計画しており、主な内容は「第6次拡張事業」になります。
R2(2020)年度に「第6次拡張事業」が完了するため、今後は耐震化や維持管理支出が中心となります。

（参考）「水道施設更指針」に基づく評価の概要

※数値は75以上が健全を示している。
※出典：交野市水道施設整備計画（H31年3月）より

単位：千円

項目 R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) 合計

1.配水池接続管耐震化 4,650 4,650 25,850 25,850 12,600 12,600 86,200

2.取水井新設・改修 79,618 4,300 4,300 4,300 12,900 105,418

3.第6次拡張事業 1,083,834 1,083,834

合計 1,163,452 4,300 8,950 4,650 30,150 38,750 － 12,600 12,600 1,275,452



財政収支均衡のための具体的実施内容
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①広域化の検討

財政収支均衡のための実施内容

将来的な水需要の減少に伴う料金収入の減少、施設の更新投資、耐震化が急務

• 施設の更新・耐震化を実施するのに必要な資金と人材の確保といった課題に対する、有効な対策手段の一つに広域化が挙げられ
ている。

• 平成30（2018）年12月に水道法が改正され、水道事業の基盤を強化するために、都道府県を推進役とし、広域連携の推進が求め
られている。

現状と課題

 継続した広域化の検討

議論の
ポイント

本市の取組み 理念①：持続_(3) 情報収集の推進

送配水施設の効率的な配置の検討

• 大阪広域水道企業団との「統合に向けての勉強会」（2017～2018年）及び大阪府との「府域一水道に向けた水道のあり方協議会」

（2019年）において、近隣市（枚方市・寝屋川市・四條畷市）からの配水による交野市の配水池の廃止を検討したが、連絡管
の工事費が高額であること、また交野市の配水池が新しいことなどにより、統合効果が現れなかった。

大阪広域水道企業団との統合

• 直近の施設整備費が高額のため、統合に係る国の交付金が見込めず統合の効果が見出せない状況である。
（交付要件：工事費過去5年平均を上回った部分の１／３が支給対象）

現
状

今
後

府内全水道事業体で構成される「府域一水道に向けた水道のあり方協議会」において「大阪府水道基盤強化計画」の策定と
「大阪府水道整備基本構想（おおさか水道ビジョン）」の見直し

府域一水道化に向けたさらなる検討

広域化に向けた検討・取組み（企業団との統合促進含む）が行われるため、これに参画し情報収集をしたうえで、企業団との
統合を含め調査研究
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②民間活用の検討

財政収支均衡のための実施内容

経常収支比率が大阪府下平均を下回っている

給水原価（円/㎥）が大阪府下平均を上回っている

現状と課題

 民間委託の現状を整理し、今後の委託可能性を検討する
⇒資料2参照

議論の
ポイント

平成24年度：星の里浄水場運転管理委託（休日・夜間）(10月）、運転管理要員の削減。
（費用対効果）運転管理要員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ含む）7名減、委託料1,257万円（年額）。（ただし、平成27年度更新時大幅増3.9倍）

平成25・26年度：受付・検針・料金徴収部門の委託（10月）、業務要員の削減。（お客様ｻｰﾋﾞｽ課の廃止）
（費用対効果）業務要員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ含む）3名減、委託料約1,950万円増、効果額約360万円（年額） 。

平成28・30年度：給水装置関係業務（受付・審査・検査等）の委託（11月）、給水係を維持管理係に統合。（H30年度）
（費用対効果）業務要員（再任用）1名減、委託料約1,000万円増（年額） 、維持管理係の充実。（緊急漏水対応の充実）

平成28年度から：工事監督業務の委託。
（費用対効果）委託料約1,000万円増（年額） 、施工管理の充実。（経験技術者不足の対応）

現
状

今
後

現状の対策を継続

<検討事項>

• 星の里浄水場運転管理委託の拡大（平日 昼間の追加）
【試算結果】 委託料約2,700万円の増額（年額） 、運転管理要員（非常勤）1名減。→費用対効果見込めず。

• 浄水場・ポンプ場・保全管理業務の包括的委託（第3者委託）
【試算結果】 委託料約7,500万円の増額（年額） 、運転管理要員（非常勤）2名減。→費用対効果見込めず。

府下平均

H29年度 偏差値 H29年度

① 経常収支比率 ％ ↑ 99.5% 33.2 113.9%

② 料金回収率 ％ ↑ 91.0% 32.9 106.8%

③ 給水原価 円／㎥ ↓ 173.0 40.3 154.6

④ 事業収益対資金残高比率 ％ ↑ 247.6% 73.2 114.7%

⑤ 企業債残高対給水収益比率 ％ ↓ 758.0% 13.1 212.1%

経営指標 単位
指標の
見方

交野市

本市の取組み 理念①：持続_(2) 民間と連携した委託化の拡大・組織運営の効率化
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③施設・設備のダウンサイジング、性能の合理化の検討

財政収支均衡のための実施内容

施設利用率は、65.3％となっている。

一方、今後の水需要の減少に伴い、余剰施設・設備について見直しが必要

現状と課題

 財源に見合った更新投資水準を検討する

議論の
ポイント

第6次拡張事業（新浄水場及び私市ポンプ場築造工事）に注力
（費用対効果）企業債残高の増加 （平成30年度末89億円）

企業団受水管のダウンサイジング（管径500㎜→400㎜）（平成22年度～平成30年度）
（費用対効果）総額約１億円

取水ポンプのダウンサイジングによる電気使用量の削減。（過去2台実施）
（費用対効果）約100万円／台／年

現
状

今
後

<検討事項>

• 水道施設整備計画の見直し（ダウンサイジングを含む）

本市の取組み 理念①：持続_(1) 水道施設整備計画の実施



21

④予防保全による適切な維持管理

財政収支均衡のための実施内容

管路経年化が進行しており、管路更新も進んでいない

施設や管路の老朽化対策、耐震化推進が必要

現状と課題

 財源に見合った更新投資水準を検討する

議論の
ポイント

今
後 施設評価結果を参考に、「交野市水道施設整備計画」を見直す

本市の取組み 理念①：持続_(1) 施設評価の実施

法定耐用年数（40年）を過ぎた管路約95㎞、総延長約307㎞の約1/3（平成28年度末）

物理的評価と重要度評価の２軸から評価実施

浄水・配水施設評価の実施、土木施設の物理的評価は全て健全

現
状
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⑤料金改定

財政収支均衡のための実施内容

料金回収率が100％を下回っている

今後の水需要の減少に伴う、料金収入の減少

現状と課題

今
後 先ずは、料金改定以外の事業運営の効率化について検討

府下平均

H29年度 偏差値 H29年度

① 経常収支比率 ％ ↑ 99.5% 33.2 113.9%

② 料金回収率 ％ ↑ 91.0% 32.9 106.8%

③ 給水原価 円／㎥ ↓ 173.0 40.3 154.6

④ 事業収益対資金残高比率 ％ ↑ 247.6% 73.2 114.7%

⑤ 企業債残高対給水収益比率 ％ ↓ 758.0% 13.1 212.1%

経営指標 単位
指標の
見方

交野市

本市の取組み 理念①：持続_(4) 料金体系の見直し

平成12年度：料金を約15％ （14.98％）値上げ改定

平成15年度：消費税外税化を実施

現
状

 先ずは、料金改定以外の経営健全化に向けた取り組みの検討
議論の
ポイント
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⑥組織効率化、人材の確保・育成 1/2

財政収支均衡のための実施内容

民間活用の推進、職員数削減、職員配置の適正化等による、組織運営の効率化、スリム化の実施

現状と課題

本市の取組み 理念①：持続_(2) 組織運営の効率化

 更なる組織効率化の検討
議論の
ポイント

②民間活用と同じ

職員の給与カット 管理職４％、職員2％ （平成31年4月から～令和3年3月）

現
状

今
後

②民間活用と同じ

官民連携手法の導入による組織効率化の検討（包括委託、第三者委託、DBO、PFI等）
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⑥組織効率化、人材の確保・育成 2/2

財政収支均衡のための実施内容

現状と課題

本市の取組み 理念①：持続_(3) 技術研修体制の拡充

大阪広域水道企業団の研修に参加
その他関係団体主催の研修に参加

現
状

今
後

現状の対策を継続

本市の取組み 理念②：安全_(2) 技術力の維持・向上ならびに継承

再任用職員の活用
職場内研修
技術者の確保

現
状

今
後

現状の対策を継続

職員の高年齢化

ベテラン職員の大量退職に備えて、技術やノウハウの継承が急務

単位:歳

項目 交野市 全国平均 給水人口 水源区分 水量密度 大阪府下 北河内

平均年齢 48.0 44.2 44.5 43.9 44.2 46.5 46.8

 適正な職員規模の水準を検討する
議論の
ポイント



25

⑦定員管理、人事管理の推進

財政収支均衡のための実施内容

本市の取組み 理念①：持続_(2) 民間と連携した委託化の拡大・組織運営の効率化

②民間活用・⑥組織効率化、人材の確保・育成と同じ
マッピングシステムの導入（ICT化の推進）

現
状

今
後

②民間活用・⑥組織効率化、人材の確保・育成と同じ

工事発生土の一部を埋戻しに再利用

再生砕石の活用

更新工事による電線・管等の売却

交野市環境マネジメントシステムの推進

現
状

今
後

現状の対策を継続。
<検討事項>

• 交野市水道サービス㈱の株、400株（2,000万円）については、配当金実績（令和元年度12万円）があるため保持していくもの
とする。

• その他、活用遊休地等なし。

⑧資産の有効活用
本市の取組み 理念④：環境_(2) 工事発生土の再利用促進・エコオフィス・

グリーン調達・交野市環境マネジメントシステムの推進

 適正な職員規模の水準を検討する
議論の
ポイント
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⑨資金管理・調達

財政収支均衡のための実施内容

 将来の更新投資に対する起債率の数値目標を検討する
 事業経営を持続させるための資金残高の目標値を検討する

議論の
ポイント

本市の取組み 理念①：持続_(4) 料金体系の見直し、企業債比率の見直し

⑤料金改定と同じ

建設改良費に対する起債率：施設90％・管路80％。

現
状

今
後

 「交野市水道ビジョン」で見込んだ将来シミュレーション（成行）の見直し

<見直し事項>

• 「交野市人口ビジョン」に基づく将来の有収水量推計を補正し、それに伴う料金収入の影響を試算する
（生活用水量の将来推計について、直近の生活用水量から毎年0.5％ずつ減少するもの仮定して算定）

• 開発等（星田北地区）による料金収入の増加及び費用の増加を試算する

• 投資試算に基づく建設改良費に対する起債率を見直し、企業債残高や支払利息、資金残高の影響を試算する

現状と課題

今後の水需要の減少に伴う、料金収入の減少

企業債残高の増加による将来世代の負担増

「将来の財政シミュレー
ション」の見直しに反映
（P.29～31参照）
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⑩経営情報の公開及び見直し

財政収支均衡のための実施内容

本市の取組み

広報・ホームページにて決算を公表
現
状

今
後

現状の対策を継続

決算以外にも適宜水道事業についてホームページ等で公開



財政収支均衡のための実施内容
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本市の取組み 理念①：持続_(1) 施設整備計画の実施

③施設・設備のダウンサイジング、性能の合理化の検討と同じ
現
状

今
後 ③施設・設備のダウンサイジング、性能の合理化の検討と同じ

理念③：強靭_(1)危機管理マニュアルの見直し

災害応急対策活動マニュアルの作成
現
状

今
後 災害応急対策活動マニュアルの見直し（適宜）

理念③：強靭_(2)水道施設耐震化の促進・水道管路の耐震化・配水池接続管の耐震化

第６次拡張事業（新浄水場及び私市ポンプ場築造工事）に注力
現
状

今
後 水道施設整備計画の見直し

⑪防災対策の充実

理念③：強靭_(3) 危機管理マニュアルの見直しによる災害時対応力の強化・職員の災害訓練の充実化・
応援受け入れ体制の整備・他都市との災害時連絡体制の強化・災害時応急復旧・給水用材料の備蓄

耐震型緊急用貯水槽の取り扱い訓練、給水車への円滑な給水のため、給水装置の設置
配水池への非常用制御電源の設置等

現
状

今
後

現状の対策を継続
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将来の財政シミュレーション（見直し後）

見
直
し
事
項

以下の事項について、P.8～11の「将来の財政シミュレーション（成行）」を見直しました

 「交野市人口ビジョン」に基づく将来の有収水量推計を補正し、それに伴う料金収入の影響を試算した

 開発（星田北地区）による料金収入の増加及び費用の増加を試算した

 投資試算に基づく建設改良費に対する起債率を見直し、企業債残高や支払利息、資金残高の影響を試算した

百万円（収支） 百万円（資金残高）百万円（収支） 百万円（損益）

収益的収支及び資本的収支、資金の状況（見直し後）

影
響

 有収水量の補正及び今後の開発（星田北地区）により損益は改善するが、依然として損益は継続してマイナス

 建設改良費に対する起債率を見直すことで、資金が枯渇する時点が見直し前より2年先延ばし

 企業債残高はさらに増加し、将来世代に大きな負担を残すことになる

将来予測将来予測



 将来的な資金ショートを回避するために、R3年度以降の施設の更新需要・耐震化工事に伴う建設改良
費の起債率を70%から80%に見直しました。

 この影響により、企業債残高・資金残高ともに見直し前より増加しています。

 建設改良費の起債率を見直すことによって、資金が枯渇する時点は見直し前より2年先延ばしされます
が、企業債残高はさらに増加することから、将来世代に大きな負担を残すことになります。
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企業債残高の推移（見直し後）

将来の財政シミュレーション（見直し後）

P.９の見直し前の将来シミュ
レーションにおける、
最大企業債残高

（R12年度：110億円）
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企業債残高と資金残高の推移

新規発行分 既存発行分 見直し前

資金残高

見直し後

資金残高

百万円（企業債） 百万円（資金）



単位：千円

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

（実績） （実績） （実績） （実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

1,230,923 1,246,512 1,232,622 1,229,946 1,222,641 1,122,554 1,116,242 1,110,103 1,106,997 1,098,168 1,092,316 1,085,774 1,082,027 1,072,864 1,066,495

108,413 124,248 115,761 115,400 129,040 125,137 124,782 124,642 123,645 123,338 122,776 122,137 121,585 120,829 119,841

1,339,337 1,370,761 1,348,383 1,345,346 1,351,681 1,247,691 1,241,025 1,234,745 1,230,642 1,221,506 1,215,091 1,207,912 1,203,612 1,193,693 1,186,337

1,126,856 1,208,386 1,207,278 1,181,916 1,170,607 1,204,365 1,244,806 1,252,529 1,235,720 1,243,546 1,253,429 1,270,119 1,287,348 1,302,544 1,277,757

156,834 152,679 147,900 143,258 138,161 139,497 145,120 144,271 142,017 140,261 138,988 137,965 136,779 135,307 133,524

1,283,689 1,361,065 1,355,178 1,325,174 1,308,768 1,343,862 1,389,926 1,396,800 1,377,737 1,383,806 1,392,417 1,408,084 1,424,126 1,437,851 1,411,281

55,648 9,696 -6,795 20,172 42,913 -96,171 -148,901 -162,056 -147,095 -162,300 -177,326 -200,172 -220,515 -244,157 -224,944

55,095 319,050 -8,185 19,072 42,975 -96,171 -148,901 -162,056 -147,095 -162,300 -177,326 -200,172 -220,515 -244,157 -224,944

7,455 7,461 7,471 7,415 7,392 6,762 6,721 6,682 6,663 6,607 6,569 6,528 6,504 6,446 6,405

157.8 157.1 157.5 157.3 157.0 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2

165.3 173.9 173.0 170.3 168.5 189.1 197.2 199.4 197.3 199.9 202.4 206.2 209.5 213.7 211.0

10,558 9,457 8,299 4,668 6,039 5,095 5,012 2,500 4,902 4,876

－ 6,564 26,799 38,084 47,260 57,209 65,873 65,568 65,264 64,962

A － － － － － 10,558 16,021 35,097 42,752 53,299 62,304 70,885 68,068 70,166 69,838

2,589 1,876 1,646 926 1,198 1,010 994 496 972 967

－ 1,302 4,363 6,601 8,420 10,394 12,112 12,051 11,991 11,931

－ － 676 1,364 2,117 2,952 3,838 4,786 5,656 6,438

B － － － － － 2,589 3,177 6,684 8,890 11,735 14,356 16,944 17,333 18,619 19,336

A－B － － － － － 7,970 12,844 28,413 33,862 41,564 47,948 53,941 50,735 51,547 50,502

55,095 319,050 -8,185 19,072 42,975 -88,201 -136,057 -133,643 -113,233 -120,737 -129,378 -146,232 -169,780 -192,610 -174,442

7,455 7,461 7,471 7,415 7,392 6,829 6,823 6,875 6,904 6,915 6,935 6,948 6,906 6,861 6,819

157.8 157.1 157.5 157.3 157.0 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2 157.2

165.3 173.9 173.0 170.3 168.5 187.7 194.7 194.8 191.6 192.7 193.8 196.2 199.8 203.4 201.1

当年度純利益（又は純損失）
（見直し後）

収支計
（見直しによる損益の影響）

収 入 計

将 来 の 有 収 水 量
補 正 に よ る 調 整

建設改良費に対する起債率の
見直しによる支払利息の増加

支 出 計

見直しによる損益の影響

将 来 の 有 収 水 量
補 正 に よ る 調 整

開 発 ( 星 田 北 地 区 ) に よ る
料 金 収 入 増

開 発 ( 星 田 北 地 区 ) に よ る
費 用 の 増 加

有 収 水 量 （ 千 ㎥ ）

供 給 単 価 （ 円 / ㎥ ）

給 水 原 価 （ 円 / ㎥ ）

営 業 外 費 用

支 出 計

経 常 損 益

当年度純利益（又は純損失）

収 入 計

収

益

的

支

出

営 業 費 用

有 収 水 量 （ 千 ㎥ ）

供 給 単 価 （ 円 / ㎥ ）

給 水 原 価 （ 円 / ㎥ ）

収益的収支

収

益

的

収

入

営 業 収 益

営 業 外 収 益
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収益的収支の状況（見直し後）

将来の財政シミュレーション（見直し後）
将来予測

有収水量の補正及び今後の開発（星
田北地区）により損益は改善しますが、
依然として損益が継続してマイナスと
なる状況には変わりません。



単位：千円

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

（実績） （実績） （実績） （実績） （実績） (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測) (将来予測)

（A） 501,977 379,940 393,928 435,497 891,941 1,382,451 511,373 522,965 568,163 623,209 675,644 701,544 664,101 627,923 617,882

（B） 888,553 812,672 995,767 924,783 1,410,611 1,941,157 1,089,882 1,091,217 1,169,842 1,269,056 1,374,101 1,486,988 1,439,593 1,388,462 1,376,573

（B）-（A） 386,576 432,732 601,839 489,286 518,670 558,706 578,508 568,252 601,679 645,848 698,457 785,444 775,492 760,539 758,691

A 3,208,619 3,128,840 3,051,998 2,885,615 2,743,987 2,433,849 2,143,026 1,858,385 1,540,082 1,172,289 748,467 233,436 -273,460 -771,276 -1,231,867

7,970 12,844 28,413 33,862 41,564 47,948 53,941 50,735 51,547 50,502

－ － － － － － －

－ 67,584 68,812 75,269 83,561 88,609 94,752 87,010 78,181 75,233

7,970 80,428 97,225 109,130 125,125 136,556 148,692 137,745 129,728 125,735

B 7,970 88,398 185,623 294,753 419,878 556,434 705,127 842,872 972,600 1,098,335

A+B 3,208,619 3,128,840 3,051,998 2,885,615 2,743,987 2,441,819 2,231,424 2,044,008 1,834,835 1,592,166 1,304,901 938,563 569,412 201,324 -133,532

a 8,990,464 8,852,219 8,921,211 8,920,880 9,275,152 10,222,896 10,281,949 10,363,533 10,476,257 10,627,736 10,777,085 10,900,875 10,981,127 11,012,650 11,043,677

収

入
－ 67,584 68,812 75,269 83,561 88,609 94,752 89,403 83,034 82,800

支

出
－ － － － － － － 2,393 4,853 7,567

－ 67,584 68,812 75,269 83,561 88,609 94,752 87,010 78,181 75,233

b － 67,584 136,396 211,665 295,226 383,835 478,586 565,596 643,777 719,010

a＋b 8,990,464 8,852,219 8,921,211 8,920,880 9,275,152 10,222,896 10,349,533 10,499,929 10,687,922 10,922,962 11,160,919 11,379,462 11,546,723 11,656,427 11,762,687

資 金 改 善 額
（ 累 計 ）

資 金 残 高
（ 見 直 し 後 ）

変 動 額
（ 累 計 ）

企 業 債 残 高
（ 見 直 し 後 ）

営 業 CF の 改 善 額

企 業 債 残 高
（ 見 直 し 前 ）

資 金 残 高
（ 見 直 し 前 ）

起 債 率 の 見 直 し に よ る
企 業 債 収 入 の 増 加

企 業 債 償 還 金 の 増 加

変 動 額
（ 各 年 ）

財 務 CF の 改 善 額

投 資 CF の 改 善 額

資 金 改 善 額
（ 各 年 ）

補 塡 財 源 不 足 額

資 本 的 支 出

資本的収支

資 本 的 収 入
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資本的収支及び資金残高、企業債残高の状況（見直し後）

将来の財政シミュレーション（見直し後）

将来予測

建設改良費に対する起債率を見直すこ
とで、資金が枯渇する時点が見直し前よ
り2年先延ばしとなりましたが、依然とし

て資金が年々枯渇していく状況は変わり
ません。

企業債残高はさらに増加し、将来世代に
大きな負担を残すことになるため、財源
に見合った更新投資水準を検討する必
要があります。

 財政収支均衡のために、更なる経営健全化に向けた取り組みの検討が必要です。
議論の
ポイント


